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広瀬川が繋ぐ、
人・環境・教育・未来
カワラバン（宮城県）　　代表　菅原 正徳 さま

河川教育による子供たちの変容
多摩市立連光寺小学校（東京都）　教諭　松田 一枝さま　教育連携コーディネーター　羽澄 ゆり子さま

河川財団奨励賞受賞研究
- イタセンパラを郷土の宝として次世代へ -
富山県氷見市教育委員会　主任学芸員　西尾 正輝 さま

川づくりの現場から

I N T E R V I E W

川を愛する人のために

「株式会社あらた」様が、河川財団と連携したキャンペーンを実施！

水難事故防止
「ライジャケ・オン・キャンペーン」



河川基金へのご寄附は
全国の川をより良くする活動へと
つながっています。

【写真】親子で学ぶお天気防災教室 「サイぼう君のお天気ぼうさい探検隊」

近年、子供達が河川と親しむことのできる場が少なくなり、河川
の性質や危険を体感して学ぶ機会が減っている一方で、ゲリラ豪
雨や内地氾濫など、かつてなかった災害も増加しています。
そこで、気象キャスターネットワークでは、子供達が気象・河川
災害について必要な知識を正しく理解し、自ら危険を察知し災害
から身を守る力を身につけることを目的に、気象キャスター・気
象予報士による小学校出前授業と子供向けイベントを実施してい
ます。

特定非営利活動法人
気象キャスターネットワーク

（東京都台東区）

河川防災の
小学校出前授業・
子供向けイベント

河川基金　FILE 03

河川基金は、川
づくり団体「気

象キャスター

ネットワーク」
を応援していま

す。



17	 紹介 	 「株式会社あらた」様が、
	 	 河川財団と連携したキャンペーンを実施！

18	 紹介 	 水難事故防止「ライジャケ・オン・キャンペーン」
	 	 （全国一斉川の流れ体験）

19	 御礼 	 ご寄附の御礼

19	 紹介 	 河川基金ウェブサイトをリニューアルしました
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04	 平成 29 年度河川基金助成の募集を開始します
06	 河川を取り巻く課題に挑む研究者達
	 - 平成 28 年度　河川基金研究成果発表会 -

07	 「平成28年度	川づくり団体全国事例発表会」及び「平成28年度	河川教育研究交流会」のお知らせ
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川づくりの現場から
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　河川基金だよりでは、様々な川づくり活動に取り組む皆さまにとって、その活動の参考となるよ
うな Good Practice についての情報発信と共有を目指していきます。
　今回は、河川基金を活用して全国各地で活動されている方々のなかで、川づくり団体については
菅原 正徳さま、学校での河川教育については松田 一枝さまと羽澄 ゆり子さま、河川に関する研究
については西尾 正輝さまから、その活動の様子やメッセージをお聴きしました。 
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平成 29 年度河川基金助成の募集を開始します
T O P I C S

　河川財団では、昭和 63 年に河川基金（旧名称・河川整備基金）が創設されてから、28 年にわたり助成事業を進め
てまいりました。これまでに河川にかかる調査・研究、啓発活動、河川教育等に対して助成を行い、多くの研究者や
研究機関、市民団体、学校等の活動を支援してきました。
　このたび、平成 29 年度の河川基金助成の募集を開始いたしますのでその概要をご案内いたします。河川基金助成
が多くの方々に活用され、人々の河川への理解が深まり、人と川との良好な関係がさらに強いものとなることを願い、
皆様からの積極的なご応募をお待ちしております。

➊　研究者・研究機関部門

防災・減災や河川・流域の視点から、
治水・利水・環境に関する新たな科学
的知見を得る取り組みや新技術の開発に
向けた調査・研究を行う、研究者や研究
機関に助成を行います。

➋　川づくり団体部門 ➌　学校部門

河川や流域への理解を深めることにより、
川や流域をより健全な姿に変える、あ
るいは戻すための活動を行う市民団体等

（川づくり団体）に助成を行っています。

学校教育の現場において、河川・流域
を通じて防災、環境、歴史・文化等を
学習する河川教育に取り組む小・中・高
等学校、特別支援学校、幼稚園、保育所、
認定こども園等に助成を行っています。

募集期間
平成 28年 10月１日（土）～ 11月 30日（水）18時まで

募集期間
インターネットによるオンラインで申請してください。
※詳細については河川財団ホームページ（www.kasen.or.jp）にてお
知らせいたします。

審査方法
採否は有識者により構成される選考委員会での審査に基づき決定い
たします。採否の通知は全ての申請者に対して４月初旬に行います。
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助成部門 助成対象者 助成区分 期間 助成金額

➊

研究者・
研究機関部門

研究機関

一般的助成 1 ～ 2 年 200 万円（上限）

緊急災害調査 1 年 300 万円（上限）

学術図書出版助成 1 年 100 万円（上限）

アウトリーチ活動 A 1 年 200 万円（上限）

一般研究者

一般的助成 1 ～ 2 年 100 万円（定額）

学術図書出版助成 1 年 100 万円（上限）

アウトリーチ活動 B 1 年 100 万円（定額）

アウトリーチ活動 C 1 年 50 万円（定額）

若手研究者 一般的助成 1 ～ 2 年 60 万円（定額）

ジュニア研究者
一般的助成（高等学校） 1 年 50 万円（定額）

一般的助成（中学校） 1 年 30 万円（定額）

➋

川づくり団体部門

流域川づくり団体

活動 A 1 年 100 万円（定額）

活動 B 1 年 60 万円（定額）

活動 C 1 年 30 万円（定額）

全国川づくり団体
活動 A 1 年 500 万円（上限）

活動 B 1 年 100 万円（定額）

新設川づくり団体 新設川づくり団体自立支援助成 1 ～ 5 年 毎年 50 万円（定額）

➌

学校部門

幼稚園、保育所、認
定こども園等 幼稚園、保育所、認定こども園等 1 年 10 万円（定額）

小、中、高等学校、
特別支援学校等

スタートアップ 
 （単学年での取り組みが対象） 1 年 10 万円（定額）

アドバンス 
（複数学年での取り組みが対象） 1 年 30 万円（定額）

河川教育に関する実践的研究
（全校体制での取り組みが対象） 1 年 50 万円（定額）

平成 29 年度 河川基金　助成一覧

お知らせ
・	 平成 29年度募集より、研究者・研究機関部門の「アウトリーチ活動助成」の内容が明確化されました。募集要項をよくご
覧になり、助成区分を選択してください。

・	 研究者・研究機関部門の「一般研究者」への「一般的助成」では、申請することができる方（共同研究者も含む）の年齢が、
満 60歳未満（平成 29年３月 31日時点）となりましたので、ご留意ください。
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発
表
会
の
最
後
に
は
平
成
27
年
度

の
河
川
財
団
賞
（
２
名
）
お
よ
び
若

手
研
究
者
を
対
象
と
す
る
河
川
財
団

奨
励
賞
（
２
名
）
の
表
彰
、
今
回
発

表
さ
れ
た
平
成
27
年
度
完
了
の
河
川

基
金
助
成
研
究
の
う
ち
優
秀
な
成
果

を
表
彰
す
る
優
秀
成
果
賞
（
６
名
）

と
、
当
日
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
聴
講
者
に
よ
る
投
票
で
選
ば

れ
た
優
秀
発
表
者
賞
（
１
名
）
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
総
勢
２
３
４
名
の
皆
様
に

参
加
を
頂
き
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終

了
い
た
し
ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
の

ご
来
場
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

平成 28 年７月 28 日、東京大学伊藤国際学術センターにて平成 28 年度河川基金研究成果発表会が開催されました。
本発表会では、平成 27 年度に河川基金による助成を受けたすべての研究者・研究機関の皆様に研究成果の発表をし
ていただいており、 今回は１１０名の方々による口頭発表とポスターセッションが行われました。

　

今
回
は
、
河
川
基
金
助
成
に
よ
る

研
究
成
果
を
も
と
に
、
卓
越
し
た
功

績
を
挙
げ
た
助
成
研
究
者
を
表
彰
す

る
河
川
財
団
賞
受
賞
者
（
２
名
）
に

よ
る
記
念
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
の
受
賞
者
で
あ
る
埼

玉
大
学
大
学
院
の
浅
枝
隆
教
授
に
は

『
水
草
に
と
っ
て
の
棲
み
易
さ
、
棲
み

難
さ
を
測
る
～
水
草
分
布
を
決
め
る

要
因
を
探
る
～
』
と
題
し
て
、
植
物

自
身
が
感
じ
る
ス
ト
レ
ス
要
因
を
分

析
し
、
植
物
に
と
っ
て
好
ま
し
い
環
境

を
評
価
す
る
方
法
を
開
発
さ
れ
、
そ

れ
を
生
育
地
や
分
布
の
把
握
・
管
理

に
適
用
し
て
い
く
研
究
に
つ
い
て
の
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
じ
く
受
賞
者
で
あ
る
群
馬
大
学

大
学
院
の
清
水
義
彦
教
授
に
は
、『
砂

州
・
低
水
路
と
植
生
の
管
理
に
関
す

る
水
理
研
究
に
つ
い
て
』
と
題
し
て
、

植
生
化
の
進
む
砂
州
の
固
定
化
に
よ

る
治
水
上
の
課
題
、
そ
の
管
理
に
向

け
た
砂
州
と
植
生
の
水
理
研
究
の
あ

り
方
、
そ
し
て
固
定
砂
州
の
掘
削
に

よ
る
中
小
洪
水
営
力
を
用
い
た
樹
林

化
抑
制
と
水
衝
部
対
策
の
河
道
管
理

に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ポスターセッションの様子

T O P I C S

河川を取り巻く課題に挑む研究者達
- 平成 28 年度　河川基金研究成果発表会 -
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受賞者一覧　　 （順不同、敬称略）

所属機関名 代表者 助成事業名

河川財団賞　（河川基金助成による研究成果をもとに、卓越した功績を上げた助成研究者を表彰するもの。）

埼玉大学大学院 浅枝　隆 沈水植物群落再生を目的として、流速場が沈水植物の生理特性に与える影響の把握と構造物を用いた流動制御、
群落再生の指針の作成

群馬大学大学院 清水　義彦 植生化が進む砂州河道の地形と植生の管理手法に関する水理研究

河川財団奨励賞　（今後の活躍が期待される、河川基金助成を受けた優秀な若手研究者を表彰するもの）

岡山大学 齋藤　光代 河口干潟での海苔養殖に及ぼす河川経由栄養塩供給の長期的影響評価－洪水流出・河川水伏没・ダム建設の影
響に着目して－

氷見市教育委員会 西尾　正輝 万尾川水系に生息するイタセンパラの基礎的研究

優秀成果賞　（平成 27 年度に完了した河川基金助成研究のうち、優秀な成果を表彰するもの。）

埼玉大学大学院 浅枝　隆 樹林化モデル開発のための洪水と樹木の侵入比高の関係及び生長過程での枯死率の定量化

京都大学大学院 大手　信人 福島原発事故で沈着した放射性セシウムの森林から河川への流出に及ぼす懸濁態・溶存態有機物の機能に関す
る調査研究

東京大学大学院 佐藤　愼司 天竜川 - 遠洲難流砂系の土砂動態解明に基づく新たな環境・防災基盤の構築に関する研究

東北大学大学院 田中　仁 東日本大震災津波後の河口流出土砂を含む広域沿岸土砂収支の変容

京都大学大学院 田中　宏明 淀川水系中流域における病原微生物と指標微生物の動態の比較

芝浦工業大学 宮本　仁志 実態・要因の体系的把握に基づく樹林化現象の確率診断モデルの開発と河道内樹木の水系一貫管理技術の提案

土木研究所
自然共生研究センター 末吉　正尚 雪堆積場からの融雪水が河川生態系に与える影響及び環境配慮型管理の効果検証

市川学園
市川高等学校 宮﨑　章 高校化学部による落ち葉を使った水質浄化に関する研究

優秀発表者賞　（研究成果発表会において、当日の聴講者による投票で選ばれた優秀な発表者を表彰するもの。）

大阪市立新北島中学校 宮原　未来 大和川河口付近の水質調査研究～持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）の視点に立って～

河川財団では、河川基金の助成を受けて市民団体や学
校等が実施している河川に関わる活動の事例発表会を
毎年開催しております。今回の発表会では、平成	2 ７	
年度助成事業の中から、今後参考となる優秀な取り組
みについて発表・紹介を行い、川づくりに取り組む皆
様への情報発信や共有を目指します。

平成 28 年度　川づくり団体全国事例発表会
お知らせ

平成 28 年度　川づくり団体全国事例発表会
日時 :　平成 29 年２月３日（金）13:00 開始予定
会場 :　東京大学　山上会館
定員 :　100 名（参加費無料）
参加対象 :　全国各地で水辺での体験活動を実施している市民団
体、教育関係者、河川管理者、都道府県等の行政関係者

河川財団では、学校部門での河川基金助成の成果を発
表する研究交流会を開催しています。学校の教育現場
で積み重ねられてきた河川教育の経験や知識を、教育
関係者、市民団体、河川管理者などの間で幅広く共有
し、学校での河川教育の促進を目指します。

平成 28 年度　河川教育研究交流会
お知らせ

平成 28 年度　河川教育研究交流会
日時 :　平成 29 年２月４日（土）9:30 開始予定
会場 :　東京大学　山上会館
定員 :　100 名（参加費無料）
参加対象 :　河川教育に関心のある小・中・高等学校の先生、市
民団体、行政関係者等の方々

7
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一
年
後
に
は
職
員
と
な
り
２
０
１
０

年
ま
で
の
８
年
間
、
環
境
教
育
や
自

然
体
験
、
市
民
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
企
画
運
営
等
に
従
事
し
ま
し
た
。

こ
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
水
・
環
境
ネ
ッ

ト
東
北
」
に
在
籍
し
た
期
間
に
生
ま

れ
た
教
育
関
係
者
や
多
く
の
市
民
団

体
、
企
業
等
の
人
々
と
の
つ
な
が
り

が
現
在
の
活
動
の
礎
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

独
立
す
る
前
年
に
は
延
べ
で
年
間

２
０
０
０
名
を
超
え
る
児
童
等
に
対

し
て
、
川
で
の
環
境
学
習
を
提
供
す

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

２
０
１
１
年
１
月
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

水
・
環
境
ネ
ッ
ト
東
北
」
か
ら
そ
の

分
野
を
引
き
継
ぐ
形
で
「
カ
ワ
ラ
バ

ン
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
直
後
の
３
月
11
日
の
東
日
本

大
震
災
が
あ
り
、「
も
う
誰
も
川
に
行

か
な
く
な
る
の
で
は
」
と
心
配
し
た

日
々
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で

に
培
っ
た
実
績
と
人
脈
を
活
か
し
何

と
か
現
在
ま
で
活
動
を
続
け
て
き
て

い
ま
す
。

広
瀬
川
が
繋
ぐ
様
々
な
試
み

　

現
在
の
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る

の
が
、
幼
稚
園
や
学
校
な
ど
で
行
わ

広瀬川が繋ぐ、人・環境・教育・未来
カワラバン（宮城県）　　代表　菅原 正徳 さま
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第
二
の
故
郷
仙
台
で
、
河
川
を

主
体
と
し
た
環
境
教
育
を
実
践

　

高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
実
家
で
過

ご
し
た
18
年
間
よ
り
も
、
仙
台
で
の

生
活
の
方
が
長
く
な
り
ま
し
た
。
宮

城
県
北
部
の
農
家
に
生
ま
れ
、
小
学

生
の
こ
ろ
か
ら
季
節
毎
の
農
作
業
を

手
伝
っ
て
き
た
の
で
、
自
然
は
身
近

と
い
う
よ
り
も
生
活
の
一
部
と
し
て
成

長
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
何
よ
り
も
家
の
す
ぐ
目

の
前
を
流
れ
る
川
で
の
「
釣
り
」
が
、

私
の
原
体
験
で
あ
り
、母
か
ら
は
、「
３

才
の
時
に
は
釣
竿
を
持
っ
て
い
た
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
も
あ
り
、
建
築

関
係
を
学
ん
で
い
た
学
生
時
代
か
ら

環
境
に
携
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と

考
え
２
０
０
２
年
に
大
学
を
卒
業
し

ま
し
た
。
当
時
は
今
ほ
ど
企
業
の
Ｃ

Ｓ
Ｒ
が
活
発
で
は
な
く
、
ま
た
情
報

も
限
ら
れ
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
仕

事
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

し
か
し
運
良
く
、
環
境
活
動
を
実

践
し
て
い
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
水
・
環

境
ネ
ッ
ト
東
北
」
と
巡
り
会
い
、
そ

こ
で
親
子
向
け
自
然
体
験
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
り
、
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れ
て
い
る
環
境
学
習
の
支
援
で
す
。

　

仙
台
市
で
は
教
育
機
関
が
外
部

講
師
を
招
い
て
環
境
学
習
を
す
る
際

に
経
費
を
支
援
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
市
で
は
環
境
団
体
等
が
指
導
・

実
践
で
き
る
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

冊
子
化
し
て
各
学
校
に
配
布
し
ま
す
。

学
校
は
こ
の
中
か
ら
理
科
な
ど
の
教

科
学
習
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の

テ
ー
マ
に
合
っ
た
も
の
を
抽
出
・
選
定

し
、
市
の
担
当
窓
口
に
実
施
依
頼
の

申
込
み
を
し
ま
す
。

　

カ
ワ
ラ
バ
ン
で
は
、
川
の
環
境
を

学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
川
の
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
水
防
災
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
を
毎
年
度
掲
載
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

　

他
に
例
の
な
い
非
常
に
優
れ
た
制

度
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
学
校
か
ら
の

申
込
み
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
予
算

上
か
ら
全
て
の
学
校
の
リ
ク
エ
ス
ト
に

応
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

や
、
こ
の
制
度
自
体
が
い
つ
ま
で
も
続

く
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
そ
の
際
の
財

源
を
ど
う
す
る
か
を
心
配
し
て
い
ま

す
。

　

昨
年
の
出
前
講
座
、
川
で
の
体
験

活
動
の
支
援
実
績
は
、
66
回
実
施
し

延
べ
３
５
０
０
人
以
上
の
児
童
等
を

対
象
と
し
ま
し
た
。
土
日
祝
祭
日
に

行
っ
た
市
民
セ
ン
タ
ー
等
で
の
講
座

や
主
催
事
業
の
参
加
者
を
含
め
る
と

も
っ
と
人
数
は
多
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
企
業
や
団
体
等

１
２
５
社
加
入
し
て
い
る
「
広
瀬
川

１
万
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
」

の
事
務
局
を
担
い
事
務
局
長
と
し
て

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
２
回（
春
・

秋
）
広
瀬
川
流
域
13
会
場
（
春
は
５

会
場
）
の
ゴ
ミ
拾
い
を
主
な
活
動
と

し
て
い
ま
す
。

　

仙
台
市
の
シ
ン
ボ
ル
・
広
瀬
川
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
、
大
勢
の

市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
印
象
で
す

が
、
実
際
に
は
川
に
足
を
運
ぶ
人
は

少
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
、
川
に

目
を
向
け
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
に
川
へ
誘
い
実
際
に
触
れ
る
ツ
ー
ル

と
し
て
の
清
掃
活
動
と
な
っ
て
い
ま

す
。
清
掃
活
動
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け

に
広
瀬
川
の
魅
力
を
発
見
し
さ
ら
に

親
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
と
の
思
い
で

運
営
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
ば

か
り
の
頃
は
、
秋
の
み
の
開
催
で
参

加
者
も
３
０
０
名
程
度
で
し
た
が
、

現
在
で
は
春
と
秋
を
合
わ
せ
る
と

２
５
０
０
名
を
超
え
る
規
模
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
の
目
標
は
清
掃
会
場

を
増
や
し
て
１
万
人
規
模
の
市
民
が

参
加
す
る
流
域
一
斉
清
掃
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
各
会
場
の
と
り

ま
と
め
を
す
る
担
い
手
を
育
成
す
る

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
流
域

内
の
町
内
会
や
学
校
、
大
学
、
企
業

と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
め
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
常
日
頃
か
ら
考
え
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
日
頃
か
ら
培
っ
て
き
た

学
校
等
と
の
つ
な
が
り
も
生
か
し
て

徐
々
に
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

広
瀬
川
へ
の
疑
問
か
ら
は
じ

ま
っ
た
助
成
事
業

　

活
動
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
河

川
財
団
の
基
金
も
含
め
い
く
つ
か
助

成
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
河
川
基
金

で
は
魚
類
に
電
波
発
信
機
を
つ
け
た

市
民
参
加
型
追
跡
調
査
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

関
東
な
ど
の
河
川
で
は
冬
で
も
オ

イ
カ
ワ
等
の
釣
り
が
行
わ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
広
瀬
川
で
は
12
月
を

過
ぎ
る
と
川
か
ら
生
き
物
が
ほ
と
ん

ど
居
な
く
な
り
ま
す
。
定
説
で
は
、

冬
場
は
深
い
淵
の
そ
こ
で
じ
っ
と
し
て

　仙台を中心として活動する「カワラバン」の菅原正徳さんは、仙台市内を流れ
る広瀬川や七北田川などをフィールドとして環境教育や様々な体験活動を長年に
わたり実践しています。特に、仙台市内の幼稚園や小学校等を中心として学校教
育現場と連携し、学校に出向く出前授業とともに、子どもたちを実際に川に誘い
体験を通した活動については、毎年数多くの実績を残しています。
　活動の内容は、当財団が推進する取組みの一つとなっている「学校教育現場の
授業の中に『河川教育』を導入」する先進的な事例ともなるものです。さらに「Ｎ
ＰＯ法人川に学ぶ体験活動協議会」が取り組んでいる学校現場と連携・協働して
川を活かし体験を通した河川教育を普及・展開する「学校連携コーディネーター」
養成事業の模範的な実践事例として教育関係者からも高く評価されています。

「カワラバン」における取り組み（地元仙台で川を活かした環境教育・体験活動を実践）

広瀬川が繋ぐ、人・環境・教育・未来
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し
か
し
、
３
尾
目
に
発
信
器
を
取
付

け
、
さ
あ
、
追
跡
開
始
と
言
う
時
に
、

台
風
７
号
そ
し
て
13
号
ま
で
連
続
し

て
通
過
し
て
い
っ
た
の
で
、
ニ
ゴ
イ
達

は
大
丈
夫
か
ど
う
か
、
と
て
も
心
配

し
て
お
り
ま
す
。

や
っ
ぱ
り
川
が
好
き
な
ん
で
す

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
し
て
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
っ
て
い
る
の
は
、
新

し
い
こ
と
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

今
ま
で
事
業
化
し
て
い
な
い
も
の
に
挑

菅原 正徳　Masanori SUGAWARA

カワラバン　代表

NPO 法人川に学ぶ体験活動協議会（RAC）トレー
ナー、同 学校連携コーディネーター、プロジェク
ト WET エデュケーター、東北工業大学客員研究員

1979 年、宮城県栗原市生まれ。
2002 年、東北工業大学建築学科卒業。
2003 年、特定非営利活動法人「水環境ネット東北」
に入社、2010 年に退職。
2011 年、「カワラバン」を設立し現在に至る。

持
っ
て
そ
の
電
波
を
受
信
し
生
息
場

所
を
確
認
す
る
と
い
う
調
査
で
す
。

発
信
機
が
大
き
い
ほ
ど
発
信
す
る
電

波
も
大
き
く
て
受
信
し
や
す
く
電
池

の
寿
命
も
長
く
な
り
ま
す
が
、
今
回

は
１
．
５
セ
ン
チ
く
ら
い
の
も
の
を

使
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
発
信
機
を
付
け
る
事
が
可
能

な
大
き
さ
の
魚
は
限
ら
れ
て
い
て
、

鯉
や
鱒
が
先
ず
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

鱒
は
産
卵
後
に
死
ん
で
し
ま
い
ま
す

し
、
鯉
だ
と
活
動
範
囲
が
狭
く
限
ら

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

広
瀬
川
を
広
範
囲
に
移
動
す
る

デ
ー
タ
が
欲
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

回
は
ニ
ゴ
イ
を
選
び
、
発
信
機
も
高

額
な
の
で
、
今
年
は
３
匹
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　

春
先
に
広
瀬
川
で
ヤ
マ
メ
釣
り
を

し
て
い
る
と
外
道
と
し
て
ニ
ゴ
イ
が

釣
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
採
捕
も

楽
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、

機
器
の
発
注
の
関
係
で
７
月
か
ら
の

採
捕
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の

間
に
産
卵
を
終
え
た
ニ
ゴ
イ
は
春
先

の
よ
う
に
活
性
が
高
く
な
か
っ
た
の

で
、
採
捕
に
は
と
て
も
苦
労
し
ま
し

た
。
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
市
民
団

体
等
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
感
謝
し
て

い
ま
す
。

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
め
ぼ
し

い
ポ
イ
ン
ト
を
水
中
カ
メ
ラ
で
撮
影

し
て
み
ま
し
た
が
、
魚
の
気
配
は
感

じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
魚
な
ど
は
湧
水

な
ど
で
水
温
が
安
定
し
た
ポ
イ
ン
ト

で
様
々
な
魚
が
越
冬
し
て
い
る
と
考

え
ま
し
た
が
、
中
規
模
河
川
で
あ
る

広
瀬
川
で
は
そ
の
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト

が
数
多
く
あ
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
近
年
は
温
暖
化
等
の
影
響

で
渇
水
と
豪
雨
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
洪
水
で

越
冬
や
越
夏
を
す
る
環
境
が
消
失
し

た
り
、
ま
た
洪
水
被
害
が
増
え
れ
ば

河
川
改
修
等
で
重
要
な
環
境
が
失
わ

れ
た
り
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
河
川
を
魚
類
が
ど
の
よ
う

に
移
動
・
利
用
し
て
い
る
か
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
で
、
河
川
行
政
等
に

対
し
て
保
全
に
向
け
た
提
言
を
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
、
こ
の
市
民
参
加

型
追
跡
調
査
の
取
組
み
を
は
じ
め
ま

し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
魚
類
が
年
間
を
通

じ
て
広
瀬
川
を
ど
の
よ
う
に
移
動
・

利
用
し
て
い
る
か
を
調
べ
る
た
め
、
釣

り
上
げ
た
魚
に
電
波
発
信
機
を
付
け

て
入
れ
て
再
放
流
し
、
ア
ン
テ
ナ
を

戦
し
、
日
々
新
し
い
仕
事
作
り
を
し

て
い
る
と
い
う
実
感
で
す
。

　

ま
た
、
環
境
教
育
は
人
材
育
成
だ

と
考
え
て
い
る
の
で
、
地
域
の
河
川

等
の
環
境
を
学
ん
だ
子
ど
も
た
ち
が
、

い
つ
か
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た

際
に
環
境
に
配
慮
し
た
り
、
地
域
づ

く
り
に
繋
が
る
仕
事
を
し
た
り
な
ど
、

そ
ん
な
風
に
繋
が
っ
て
も
ら
え
れ
ば
い

い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
と
、
一
番
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

や
っ
ぱ
り
大
好
き
な
川
に
行
け
る
こ
と

で
す
ね
。

広瀬川が繋ぐ、人・環境・教育・未来
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と
題
し
て
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を

中
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
社

会
科
や
理
科
の
単
元
と
も
関
連
づ
け

て
い
ま
す
。
ま
た
自
分
が
調
べ
た
こ
と

を
書
い
た
り
、
表
現
し
た
り
と
い
う

の
は
、
基
礎
的
な
国
語
力
の
充
実
に

も
繋
が
っ
て
お
り
、
ク
ロ
ス
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
ま
で
は
４
年
生
単
独
の
活
動
で
し

た
が
、
昨
年
度
か
ら
５
年
生
と
の
つ

な
が
り
も
考
え
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
５
年
生
で
は
、「
連
光
寺
Ｓ
Ａ

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

題
し
た
学
習
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、

４
年
生
の
多
摩
川
の
学
習
を
も
と
に

水
源
林
と
し
て
の
地
域
の
森
林
（
里

山
）
に
着
目
し
、
５
年
生
の
学
習
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す

（
羽
澄
）
４
年
生
の
川
の
学
習
の
内
容

は
、
ま
ず
１
学
期
は
ガ
サ
ガ
サ
や
野

鳥
観
察
、
Ｅ
ボ
ー
ト
体
験
な
ど
川
で

の
共
通
体
験
活
動
を
行
い
、
川
と
出

合
い
ま
す
。
初
め
て
多
摩
川
の
水
に

入
っ
た
時
は
、「
汚
い
」
と
か
「
ぬ
る

ぬ
る
し
て
い
る
か
ら
嫌
だ
」
と
い
う

子
供
が
い
た
り
す
る
の
で
す
が
、
何

回
か
の
体
験
活
動
の
中
で
多
摩
川
に

は
魚
や
植
物
、
野
鳥
や
昆
虫
が
種
類

も
数
も
多
く
い
る
こ
と
や
、
中
に
は

絶
滅
危
惧
種
や
外
来
種
も
い
た
り
す

る
こ
と
を
知
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
興
味

や
疑
問
が
わ
い
て
き
ま
す
。
２
学
期

河川教育による子供たちの変容
多摩市立連光寺小学校（東京都）
教諭　松田 一枝さま　　教育連携コーディネーター　羽澄 ゆり子さま

河
川
教
育
の
取
り
組
み
を
始
め

た
き
っ
か
け

（
松
田
）
河
川
教
育
に
は
、
本
校
で
は

平
成
12
年
度
か
ら
４
年
生
の
総
合
的

な
学
習
の
時
間
で
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。４
年
社
会
科
の「
水
の
ゆ
く
え
」

と
い
う
単
元
で
は
、
自
分
た
ち
の
飲

む
水
は
ど
の
よ
う
に
し
て
と
ど
け
ら

れ
る
の
か
学
習
し
ま
す
が
、
こ
の
内

容
が
多
摩
川
に
つ
い
て
の
学
習
に
つ
な

が
り
、
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
多

く
の
学
び
を
与
え
て
く
れ
る
川
は
た
い

へ
ん
魅
力
の
あ
る
学
習
材
で
す
。
子

供
た
ち
も
生
き
生
き
と
学
び
成
長
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
、
こ
の
学
習
活
動

の
価
値
を
感
じ
て
い
ま
す
。

（
羽
澄
）
私
は
平
成
14
年
か
ら
、
多

摩
市
の
教
育
活
動
指
導
職
員
と
し
て
、

こ
の
学
習
に
関
わ
り
は
じ
め
ま
し
た
。

も
と
も
と
野
生
動
物
調
査
が
専
門

で
、
水
辺
や
河
川
環
境
関
係
の
専
門

家
と
の
人
脈
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な

方
を
巻
き
込
ん
で
授
業
を
や
っ
て
み

た
ら
、
ま
す
ま
す
お
も
し
ろ
い
形
に

な
り
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

河
川
教
育
の
取
り
組
み
内
容
（
ク

ロ
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
単
一
学
年

か
ら
複
数
学
年
へ
の
広
が
り
）

（
松
田
）現
在
は「
川
は
自
然
の
宝
箱
」

川づくりの現場から

I N T E R V I E W

広瀬川が繋ぐ、人・環境・教育・未来

I N T E R V I E W
川づくりの現場から

学習前の
ウエッビングマップ

学習後の
ウエッビングマップ
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多摩市立連光寺小学校における取り組み

　平成 12 年度より 4 年生の総合的な学習の時間を中心に、身近な学習素材
である多摩川を活用した河川教育を展開。体験活動から多摩川を体感すると
ともに、各生徒が課題を設定し探求する学習を実践。平成 27 年度からは、5
年生でも河川教育の取り組みをスタート。
　自分たちが大人になった時に多摩川がどのような姿であって欲しいかを考
え、何ができるのか話し合う「多摩川未来会議」を開催するなど、体験活動
や探究活動を通し自然との共生について自ら考え行動できるようになること
を目指しています。 

め
ま
し
た
。
多
摩
川
を
汚
さ
な
い
た

め
の
ポ
ス
タ
ー
を
つ
く
る
こ
と
や
ご
み

拾
い
な
ど
の
清
掃
活
動
を
す
る
こ
と

が
提
案
さ
れ
実
行
し
ま
し
た
。
お
も

し
ろ
い
の
は
、
自
分
た
ち
で
体
験
し

て
調
べ
て
議
論
す
る
と
、
ポ
ス
タ
ー

も
単
に
「
ポ
イ
捨
て
や
め
よ
う
」
と

か
で
は
な
く
、
多
摩
川
に
は
こ
ん
な

絶
滅
危
惧
種
が
い
る
か
ら
汚
さ
な
い

で
ほ
し
い
と
い
う
訴
え
が
あ
っ
た
り
し

て
、
一
味
違
う
も
の
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、こ
う
や
っ
て
決
め
た
ご
み
拾
い
に
、

子
供
た
ち
は
実
に
楽
し
そ
う
に
生
き

生
き
と
取
り
組
み
ま
す
。
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
よ
う
と

す
る
子
供
も
現
れ
、
私
た
ち
も
驚
き

ま
し
た
。

（
羽
澄
）
子
供
た
ち
が
連
光
寺
小
学

校
に
入
学
し
て
か
ら
卒
業
す
る
ま
で

の
間
に
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
地
域

で
の
活
動
を
何
回
も
何
回
も
繰
り
返

し
て
経
験
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
地
域
の
自
然
や
そ
こ
で
活
動
す

る
人
た
ち
と
の
発
見
や
出
会
い
が
積

み
重
な
り
、
子
供
た
ち
の
原
風
景
と

し
て
多
摩
川
が
心
に
刻
ま
れ
て
く
れ

る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

河
川
教
育
に
よ
る
子
供
た
ち
の

変
容

（
松
田
）
子
供
た
ち
か
ら
出
て
く
る

に
は
、
そ
の
興
味
や
疑
問
の
中
か
ら

各
自
課
題
を
決
め
て
実
際
に
川
で
調

査
を
し
た
り
、
本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
調
べ
る
探
究
活
動
を
行
い
、
そ

の
成
果
を
ま
と
め
て
作
品
を
作
り
、

発
表
し
ま
す
。

（
松
田
）
以
前
は
、
学
習
を
通
し
て

多
摩
川
の
自
然
の
豊
か
さ
や
価
値
を

実
感
し
て
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最

近
は
、
こ
れ
か
ら
の
多
摩
川
の
た
め

に
自
分
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ

て
い
け
ば
よ
い
の
か
を
考
え
る
よ
う

な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
は
２
学
期
の
ま
と
め
の
発
表
で
、

現
在
の
多
摩
川
の
自
然
の
豊
か
さ
や

価
値
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て

３
学
期
に
は
、
40
年
前
の
多
摩
川
が

死
の
川
と
呼
ば
れ
て
い
る
時
代
の
映

像
を
見
て
、
多
摩
川
の
過
去
を
学
び

ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
40
年
後
自

分
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
時
に
は
ど

う
な
っ
て
ほ
し
い
か
考
え
、
そ
の
た
め

に
何
が
で
き
る
の
か
話
し
合
う
「
多

摩
川
未
来
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
に
向
け
て
、
魚
が
棲
み
や
す
い

川
と
は
ど
ん
な
も
の
か
を
調
べ
た
り
、

多
摩
川
で
現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
る
人
た
ち
の
取
り
組
み
を

調
べ
た
り
し
て
、
自
分
の
考
え
を
ま

と
め
、「
多
摩
川
未
来
会
議
」
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
伝
え
合
い
な
が

ら
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
決

言
葉
が
具
体
的
で
豊
富
に
な
り
ま
す
。

一
番
わ
か
り
や
す
い
事
例
は
、
ウ
エ
ッ

ビ
ン
グ
マ
ッ
プ
で
す
。
子
供
が
川
か
ら

連
想
す
る
こ
と
を
川
の
学
習
を
す
る

前
に
書
い
た
も
の
は
、
数
も
少
な
く
、

内
容
も
単
に
机
上
の
勉
強
で
得
た
知

識
を
書
き
出
し
て
い
た
の
が
、
自
分

が
調
べ
た
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と
を

た
く
さ
ん
挙
げ
る
よ
う
に
変
わ
っ
て
い

き
ま
す
。
カ
ワ
ラ
サ
イ
コ
、
オ
イ
カ
ワ

な
ど
普
通
の
大
人
も
知
ら
な
い
よ
う

な
川
に
い
る
動
植
物
の
名
前
が
当
た

り
前
の
よ
う
に
出
て
き
ま
す
。

（
羽
澄
）
や
は
り
、
ウ
エ
ッ
ビ
ン
グ
マ
ッ

プ
の
変
化
は
大
き
い
で
す
ね
。
言
葉

の
数
が
増
え
て
、
具
体
的
に
な
り
ま

す
。
水
が
冷
た
い
、
ぬ
る
い
、
濁
っ

て
い
る
、
流
れ
が
速
い
、
遅
い
等
々
、

現
場
に
行
っ
た
子
供
に
し
か
書
け
な

い
内
容
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で

漠
然
と
川
を
眺
め
て
い
た
も
の
が
、

自
分
自
身
の
目
で
み
て
、
触
っ
て
体

験
を
し
た
こ
と
で
見
え
る
も
の
が
変

化
し
た
こ
と
の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
語
彙
の
数
が
増
え
る
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
な
が

り
が
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
子
供

も
出
て
き
ま
す
。
た
と
え
ば
「
カ
ワ

セ
ミ
」
と
「
魚
」
を
線
で
結
ぶ
よ
う

に
な
り
ま
す
。
餌
と
な
る
魚
が
い
な

い
と
カ
ワ
セ
ミ
は
こ
こ
に
は
い
ら
れ
な

河川教育による子供たちの変容

I N T E R V I E W
川づくりの現場から

河川教育による子供たちの変容

I N T E R V I E W
川づくりの現場から
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な
切
り
口
の
テ
ー
マ
が
あ
り
、
自
分

な
り
の
関
心
事
や
手
法
が
見
つ
か
る

と
本
当
に
楽
し
く
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

（
松
田
）
教
員
の
意
欲
は
、
子
供
た
ち

の
生
き
生
き
と
し
た
姿
に
引
き
出
さ

れ
ま
す
。
子
供
た
ち
が
楽
し
そ
う
に

学
び
、
力
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
は
、

大
き
な
喜
び
で
も
あ
り
ま
す
。
川
の

学
習
で
は
、
子
供
た
ち
の
変
容
が
大

き
く
、
皆
が
生
き
生
き
と
活
動
し
て

い
る
姿
に
た
く
さ
ん
出
会
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
子
供
た
ち
が
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
に
川
の
活
動
の
振
り
返
り
を
書
く

時
、
文
章
を
書
く
の
が
苦
手
な
子
た

ち
で
も
、
発
見
し
た
こ
と
や
疑
問
に

思
っ
た
こ
と
を
た
く
さ
ん
書
い
て
く
れ

ま
す
。
是
非
、
先
生
自
身
も
楽
し
み

な
が
ら
、
河
川
教
育
に
取
り
組
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

双
方
の
想
い
が
子
供
た
ち
に
伝
え
ら

れ
る
よ
う
に
専
門
家
と
学
校
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

よ
り
よ
い
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

先
生
の
異
動
へ
の
対
応

（
羽
澄
）
公
立
の
学
校
の
場
合
に
は

先
生
の
異
動
が
あ
り
ま
す
。
本
校
で

河
川
教
育
の
経
験
を
積
ま
れ
た
先
生

が
異
動
す
る
と
た
し
か
に
校
内
で
の

継
続
性
が
課
題
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

の
と
こ
ろ
は
地
域
の
支
援
者
や
私
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
動
い
て
、

授
業
を
継
続
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
一
方
で
本
校
か
ら
異

動
し
た
先
生
か
ら
異
動
先
の
学
校
で

も
河
川
教
育
の
活
動
を
や
り
た
い
と

い
う
相
談
が
あ
っ
た
り
、
異
動
先
の

学
校
で
連
光
寺
小
学
校
の
川
で
の
活

動
を
紹
介
し
て
く
れ
た
り
す
る
な
ど
、

先
生
方
が
異
動
す
る
こ
と
で
、
今
度

は
新
し
い
場
所
に
種
を
ま
い
て
下
さ

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
必
ず

し
も
異
動
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

河
川
教
育
に
取
り
組
む
学
校
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
や
提
案

（
羽
澄
）
ま
ず
は
先
生
自
身
が
面
白
い

と
思
う
こ
と
が
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
川
に
は
い
ろ
い
ろ

い
か
ら
で
す
。
川
底
の
石
の
下
に
隠
れ

る
魚
や
水
生
昆
虫
も
石
と
線
で
結
ば

れ
ま
す
。
自
然
の
中
で
の
生
き
物
ど

う
し
の
つ
な
が
り
に
気
付
く
の
で
す
。

こ
う
し
て
１
年
後
の
ウ
エ
ッ
ビ
ン
グ

マ
ッ
プ
は
た
く
さ
ん
の
線
で
結
ば
れ
文

字
通
り
網
の
目
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

外
部
の
専
門
家
と
の
連
携

（
羽
澄
）
子
供
た
ち
の
様
々
な
興
味

や
関
心
に
対
応
す
る
に
は
、
学
校
の

教
員
だ
け
で
は
難
し
い
面
が
あ
り
ま

す
。
最
近
は
教
員
自
身
の
自
然
体
験

活
動
の
経
験
が
少
な
い
こ
と
も
多
い

で
す
。
そ
こ
で
、
本
校
で
は
外
部
の

専
門
家
の
方
た
ち
と
連
携
し
て
対
応

し
て
い
ま
す
。
水
辺
の
楽
校
の
ス
タ
ッ

フ
や
、
大
学
の
研
究
者
、
地
域
の
野

鳥
愛
好
家
、
行
政
の
担
当
者
、
地
域

の
博
物
館
の
学
芸
員
、
企
業
の
河
川
・

水
環
境
の
専
門
家
の
方
な
ど
、
様
々

な
川
の
達
人
に
ご
協
力
を
頂
い
て
い

ま
す
。

　

た
だ
、
外
部
の
専
門
家
の
方
は
、

必
ず
し
も
学
校
教
育
や
子
供
に
つ
い

て
良
く
分
か
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
話
が
む
ず
か
し
か
っ
た

り
、
し
ゃ
べ
り
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
り
し

ま
す
。
ま
た
、
逆
に
地
域
の
方
や
専

門
家
が
伝
え
た
い
想
い
が
授
業
の
枠

組
み
の
中
で
は
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
私
の
ほ
う
で
、

（写真左）
松田 一枝　Kazue MATSUDA

多摩市立連光寺小学校　教諭

2004 年より連光寺小学校に勤務し、
地域の特色を生かした学習活動の研究
に関わってきた。昨年度は 4 年生の担
任となり、多摩川の自然を生かした学
習活動をＥＳＤの視点から行った。本
年度は 5 年生の担任となり、多摩川と
森林の学習をつなげる試みを行ってい
る。

河川教育による子供たちの変容

I N T E R V I E W
川づくりの現場から

河川教育による子供たちの変容

I N T E R V I E W
川づくりの現場から

（写真右）
羽澄 ゆり子　Yuriko HAZUMI

多摩市立連光寺小学校
教育連携コーディネーター　

大学修了後 ( 株 ) 野生動物保護管理事
務所研究員勤務をへて、2002 年より
連光寺小学校に教育活動指導職員とし
て勤務し学習支援に携わってきた。現
在は教育連携コーディネーターとして
河川、森林環境教育の支援を行ってい
る。理科講師兼務。専門分野は野生動
物保護管理、環境教育、野外体験活動。
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河川財団奨励賞受賞研究
- イタセンパラを郷土の宝として次世代へ -

I N T E R V I E W
川づくりの現場から

河川財団奨励賞受賞研究
- イタセンパラを郷土の宝として次世代へ -
富山県氷見市教育委員会　主任学芸員　西尾　正輝 さま

淡
水
魚
の
研
究
か
ら
天
然
記
念

物
保
護
へ

　

大
学
で
は
淡
水
魚
の
研
究
を
し
ま

し
た
が
、
卒
業
後
は
大
学
で
得
た
知

識
を
活
か
そ
う
と
富
山
県
氷
見
市
に

赴
任
し
、
13
年
間
に
渡
っ
て
天
然
記

念
物
保
護
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
の
教
育
委
員
会
に
は
、
文

化
財
の
保
存
・
活
用
に
関
わ
る
業
務

を
行
う
専
門
職
員
と
し
て
「
学
芸
員
」

と
い
う
職
種
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、

氷
見
市
教
育
委
員
会
の
学
芸
員
と
し

て
、国
指
定
天
然
記
念
物
（
文
化
庁
）・

国
内
希
少
野
生
動
植
物
種（
環
境
省
）

に
登
録
さ
れ
て
い
る『
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
』

（
写
真
）
の
保
護
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
天
然
記
念
物
で
あ
る

イ
タ
セ
ン
パ
ラ
の
安
定
的
な
生
息
が

確
認
さ
れ
る
場
所
は
氷
見
市
の
万
尾

川
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
イ
タ
セ
ン
パ

ラ
を
生
態
系
の
重
要
な
構
成
要
素
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
人
間
の
活
動
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
歴
史
的
、
文

化
的
価
値
の
高
い
も
の
と
し
て
、
恒

久
的
に
本
種
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ

た
め
の
方
策
の
提
言
や
、
健
全
に
種

を
保
存
す
る
保
護
池
の
管
理
・
運
用

の
取
り
組
み
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
治
水
」「
利
水
」「
環
境
」
の
３

つ
の
概
念
を
合
わ
せ
て

　

河
川
基
金
に
申
請
し
た
の
は
、
市

役
所
の
建
設
課
で
打
合
せ
を
し
て
い

る
時
に
、
基
金
の
募
集
ポ
ス
タ
ー
を

何
気
な
く
目
に
し
た
の
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
建
設
課
と
い
え
ば
、
治
水
や

利
水
の
分
野
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、

河
川
法
に
は
「
環
境
」
と
い
う
項
目

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
イ
タ
セ
ン
パ

ラ
を
「
環
境
」
と
し
て
見
た
場
合
に
、

イ
タ
セ
ン
パ
ラ
が
生
息
す
る
河
川
で

あ
る
万
尾
川
の
利
用
形
態
が
、
治
水

（
防
火
用
水
）・
利
水
（
農
業
用
水
）

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
３
つ
の
概
念

を
合
わ
せ
た
研
究
が
で
き
る
の
で
は
？

と
思
い
申
請
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

助
成
金
を
得
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
河
川
基
金
に
若
手
研
究
者
へ

の
助
成
枠
が
新
設
さ
れ
、
35
歳
の
上

限
年
齢
に
対
し
て
、
私
の
初
年
度
の

申
請
年
齢
が
32
歳
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
も
ギ
リ
ギ
リ
３
年
計
画
に
入
る
タ

イ
ミ
ン
グ
と
上
手
く
合
致
し
た
と
い

え
ま
す
。

　

私
は
、
３
年
間
続
け
て
研
究
部
門

で
助
成
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
河

川
基
金
は
、
研
究
だ
け
で
な
く
子
ど

も
と
川
を
繋
げ
る
活
動
に
力
を
入
れ

平成 27 年度の「河川財団奨励賞」を受賞した富山県氷見市教育委員会の主任学芸員である西尾正輝さんに、今回の受賞対象となっ
た研究の概要や成果、河川基金への期待、同年代の若手研究者へのメッセージ、今後の様々な活動への抱負などをお聞きしまし
た。（河川財団奨励賞は、河川基金助成を受けた研究者のうち、今後の活躍が期待される優秀な若手研究者を表彰するものです。）

平成 27 年度

河川財団奨励賞

受賞

川づくりの現場から

I N T E R V I E W

国指定天然記念物（文化庁）・国内希少野生動植物種（環境省）に登録されている『イタセンパラ』
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河川財団奨励賞受賞研究
- イタセンパラを郷土の宝として次世代へ -

I N T E R V I E W
川づくりの現場から

セ
ン
パ
ラ
に
好
適
な
環
境
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、
人
と
天

然
記
念
物
の
結
び
つ
き
を
実
証
し
た

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

一
連
の
成
果
は
、
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
の
重

要
な
新
知
見
と
し
て
、Journal of 

Fish Biology

（
イ
ギ
リ
ス
水
産
学

会
誌
）
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
川
離
れ
の
改
善
に

　

河
川
基
金
は
研
究
者
・
川
づ
く
り

団
体
・
学
校
と
３
部
門
に
分
け
て
幅

広
く
助
成
し
て
お
り
、各
分
野
の
方
々

に
と
っ
て
応
募
し
や
す
く
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
研
究
者
は
科
研
費
や

民
間
助
成
金
等
を
、
そ
し
て
川
に
関

わ
る
団
体
は
河
川
基
金
や
他
の
助
成

機
関
に
よ
る
助
成
金
を
必
死
で
探
し

ま
す
が
、
意
外
と
学
校
や
幼
稚
園
・

保
育
園
は
使
え
る
予
算
が
少
な
い
に

も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
民
間
助

成
金
を
探
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
各

学
校
や
幼
稚
園
・
保
育
園
を
対
象
と

し
た
助
成
制
度
が
十
分
に
周
知
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
と
、
川
で
行
う
体
験

活
動
や
教
育
と
し
て
「
何
を
す
れ
ば

良
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
こ
と
が
原

因
だ
と
思
い
ま
す
。
近
年
、
全
国
各

地
に
あ
る
水
族
館
で
は
「
出
前
講
座
」

「
出
張
水
族
館
」
な
ど
、
専
門
の
学

芸
員
を
小
学
校
や
幼
稚
園
・
保
育
園

に
出
張
さ
せ
、
園
児
と
川
・
水
・
魚

に
触
れ
合
う
機
会
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に
も
幅
広
く

助
成
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
川
離

れ
の
改
善
に
一
役
買
う
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
私
も
イ
タ
セ
ン
パ
ラ

研
究
展
示
施
設
で
あ
る
「
ひ
み
ラ
ボ

水
族
館
」
の
管
理
運
営
を
通
し
て
、

小
学
校
や
地
域
の
方
々
や
民
間
団
体

の
方
と
河
川
教
育
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
達
が
川
で
学
ぶ
べ
き
こ

と
は
多
く
、
こ
の
活
動
が
広
が
っ
て
い

く
こ
と
で
川
へ
の
興
味
や
関
心
は
増
し

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

異
分
野
の
視
点
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス

　

過
去
の
助
成
者
を
み
る
と
、
大
学

の
教
授
や
研
究
機
関
の
方
々
が
ほ
と

ん
ど
で
し
た
が
、
若
手
枠
な
ら
、
も

し
か
す
る
と
採
択
さ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
と
思
い
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

応
募
書
類
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
の

で
、
助
成
経
験
の
な
い
方
は
、
一
度

応
募
し
て
み
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
助
成
金
申
請
を
す
る
こ

と
は
、
自
身
の
研
究
を
対
外
的
に
ア

だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
利
用
環
境
と

し
て
、
地
域
住
民
の
稲
作
に
よ
る
水

位
変
動
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
点
を
評
価
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
タ
セ
ン
パ
ラ
の
基
礎
生
態
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
、
１
，
２
８
５

個
体
の
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
の
体
長
を
分

析
し
た
と
こ
ろ
、
①
イ
タ
セ
ン
パ
ラ

は
３
ケ
月
で
急
成
長
（
６
月
に
体
長

約
１
㎝
か
ら
９
月
に
体
長
約
６
㎝
に

成
長
）
し
、
９
月
に
成
長
が
止
ま
り

産
卵
す
る
こ
と
。
②
産
卵
後
に
は
、

親
魚
が
確
認
さ
れ
な
い
た
め
、
寿
命

は
１
年
程
度
で
あ
る
こ
と
。
③
産
卵

場
所
と
し
て
、「
二
枚
貝
の
豊
富
さ
」、

「
25
㎝
か
ら
33
㎝
の
水
深
」
お
よ

び
「
土
手
の
ヨ
シ
な
ど
の
雑
草
」
が

重
要
で
あ
る
こ
と
。
の
３
点
を
提
示

し
ま
し
た
。
特
に
、
水
田
用
水
路
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
万
尾
川
に
お

い
て
、
灌
漑
期
か
ら
非
灌
漑
期
の
水

位
低
下
に
伴
っ
て
形
成
さ
れ
る
浅
場

（
25
～
33
㎝
の
水
深
）
が
、
イ
タ
セ

ン
パ
ラ
の
産
卵
期
（
９
～
10
月
）
に

お
け
る
大
型
肉
食
魚
や
サ
ギ
類
か
ら

の
捕
食
者
回
避
を
可
能
に
し
て
い
る

こ
と
は
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
を
保
全
す
る

上
で
の
貴
重
な
知
見
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
水
田
の
水
管
理
が
イ
タ

て
い
る
点
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

私
も
普
及
啓
発
の
一
環
と
し
て
、

小
学
校
や
親
子
で
河
川
に
入
っ
て
魚

を
捕
ま
え
る
体
験
学
習
を
し
て
い
ま

す
。
残
念
な
こ
と
に
、
小
学
生
の
保

護
者
や
学
校
の
先
生
は
、
川
で
の
遊

び
方
や
魚
の
捕
り
方
を
知
ら
な
い
の

が
現
状
で
す
。「
川
は
危
な
い
か
ら
入
っ

て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
偏
っ
た
考
え

を
生
み
、
子
ど
も
達
を
ど
ん
ど
ん
川

か
ら
遠
ざ
け
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
川
に
入
る

と
、「
自
分
で
魚
が
捕
れ
る
」
と
い
う

成
果
に
喜
び
ま
す
。
そ
し
て
、
も
っ

と
川
や
魚
を
知
り
た
い
・
学
び
た
い

と
い
う
意
欲
が
沸
い
て
き
ま
す
。
親

子
で
川
に
親
し
む
活
動
や
小
学
校
で

の
総
合
的
な
学
習
に
「
川
」
と
い
う

本
来
身
近
に
あ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
場
を
活
用
し
な
い
手
は
な
い
と
思

い
ま
す
。

人
と
天
然
記
念
物
の
結
び
つ
き

を
実
証

　

河
川
財
団
奨
励
賞
の
受
賞
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
未
解
明
で
あ
っ
た
イ

タ
セ
ン
パ
ラ
の
基
礎
生
態
で
あ
る
生

活
史
や
繁
殖
生
態
を
明
ら
か
に
し
た
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念
物
の
指
定
目
的
に
合
致
し
た
も
の

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
今
回
明
ら
か

に
な
っ
た
成
果
は
、
日
本
の
農
業
と

し
て
最
も
一
般
的
な
「
稲
作
」
が
河

川
生
物
を
保
護
す
る
と
い
う
貴
重
な

情
報
を
提
示
し
て
い
ま
す
。
今
後
の

目
標
と
し
て
、
河
川
基
金
で
助
成
い

た
だ
い
た
３
か
年
の
成
果
を
新
た
に

科
学
論
文
と
し
て
ま
と
め
、
そ
の
成

果
を
広
く
社
会
に
公
表
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
研
究
に
助
成
い
た
だ

い
た
河
川
財
団
の
皆
様
に
心
よ
り
感

西尾 正輝　Masaki　NISHI0

富山県氷見市教育委員会　主任学芸員。博士（理学）

1980 年大阪府高槻市生まれ。2003 年 3 月近畿大学農学部
水産学科卒業。2003 年 5 月氷見市教育委員会嘱託職員。
2005 年 4 月より氷見市教育委員会学芸員。2016 年富山大
学大学院理工学教育部博士後期課程修了
2004年とやま環境賞優秀活動賞。2009年日本水大賞奨励賞。
主な著書・論文に「絶体絶命の淡水魚イタセンパラ　希少
種と川の再生に向けて」（共著　東海大学出版会　2011）、

「富山県氷見市万尾川に生息するイタセンパラの出現パタン
と産卵場所」（責任著者　魚類学雑誌　2012）

地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
登
録
す
る
こ

と
で
、
稲
作
の
安
定
し
た
継
続
に
も

繋
が
り
ま
す
。
万
尾
イ
タ
セ
ン
パ
ラ

米
の
販
路
拡
大
な
ど
を
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
と
稲
作
と

い
う
人
間
活
動
が
共
存
し
て
い
け
る

体
制
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
研
究
者
が
主
体
で
実
施
し
て
い
る

イ
タ
セ
ン
パ
ラ
調
査
を
、
市
民
参
加

の
活
動
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
も
重

要
で
す
。
市
民
の
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
保

護
意
識
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
環

境
保
護
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど
も
や

そ
の
親
に
「
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
守
り
人
」

と
し
て
登
録
し
て
も
ら
う
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
角
的
な

活
動
を
通
し
て
、
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
を

貴
重
な
「
郷
土
の
宝
」
と
し
て
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
活
動
を
継
続

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　

本
研
究
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
、

水
田
の
水
管
理
が
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
の

好
適
環
境
を
醸
成
し
て
い
る
と
い
う

点
は
、
二
次
的
自
然
に
お
け
る
人
と

生
物
の
結
び
つ
き
の
重
要
性
を
実
証

す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
天
然
記

ピ
ー
ル
す
る
場
と
し
て
も
役
に
立
ち

ま
す
。
ま
た
、
申
請
書
を
ど
の
よ
う

に
書
け
ば
、
審
査
員
に
自
身
の
研
究

の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
か
と

い
う
こ
と
を
学
習
す
る
場
に
も
な
り

ま
す
。
で
き
あ
が
っ
た
申
請
書
は
す

ぐ
に
申
請
す
る
こ
と
な
く
、
２
～
３

日
後
に
読
み
直
す
こ
と
や
、
自
身
の

研
究
を
全
く
知
ら
な
い
友
人
や
異
分

野
の
研
究
者
に
読
ん
で
も
ら
う
こ
と

を
強
く
お
勧
め
し
ま
す
。
違
っ
た
視

点
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
助
成
金
獲

得
へ
の
近
道
だ
と
思
い
ま
す
。

郷
土
の
宝
と
し
て
次
世
代
へ

　
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
イ
タ
セ
ン
パ

ラ
の
生
活
史
の
解
明
や
、
好
適
環
境

を
維
持
す
る
要
因
が
「
水
田
お
よ
び

そ
の
管
理
」
で
あ
る
こ
と
を
科
学
的

に
証
明
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
得

ら
れ
た
成
果
を
地
域
に
還
元
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
を
河
川
で
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
万
尾
川
周

辺
で
の
稲
作
を
継
続
し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
万
尾

地
区
で
収
穫
さ
れ
る
米
を
「
万
尾
イ

タ
セ
ン
パ
ラ
米
」
で
商
標
登
録
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
収
穫
さ
れ
る
米
を

謝
い
た
し
ま
す
。
表
彰
さ
れ
た
研
究

成
果
は
、
大
学
院
の
恩
師
で
あ
る
山

崎
裕
治
先
生
、
文
化
庁
記
念
物
課
の

江
戸
謙
顕
先
生
、
共
同
研
究
者
の
川

上
僚
介
さ
ん
、
川
本
朋
慶
さ
ん
と
一

緒
に
作
り
上
げ
た
も
の
で
あ
り
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
来
年
度
は
、「
研
究
者
」

部
門
で
は
な
く
、「
川
づ
く
り
団
体
」

部
門
で
、
河
川
と
子
ど
も
を
つ
な
ぐ

活
動
に
応
募
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

河川財団奨励賞受賞研究
- イタセンパラを郷土の宝として次世代へ -

I N T E R V I E W
川づくりの現場から
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河川財団奨励賞受賞研究
- イタセンパラを郷土の宝として次世代へ -

I N T E R V I E W
川づくりの現場から

I N F O

　このキャンペーンは、環境省が官民で推進する
「Water	Style」の一環として実施されています。
全国約 1,000 箇所のドラッグストア、ホームセ
ンター、スーパーマーケットなどで、キャンペー
ン対象商品を含む 500 円以上の金額の買い物を
したお客様が、備え付けの応募ハガキにレシート
を添付して応募すると、応募レシート総額の 1％
を当財団が運営する「河川基金」に寄附される仕
組みとなっています。また、抽選で1,000名様に、
「株式会社あらた」様から 500 円分のクオカード
がプレゼントされます。
　株式会社あらた様、全国のキャンペーン協力店
様、そしてご応募をして頂いたお客様に心から感
謝申し上げます。頂いた寄附金については河川基
金に繰り入れ、よりよい「川づくり」に寄与する
活動に有効に活用させていただきます。
　今回は、河川財団が民間企業の CSR/CSV（企
業の社会的責任 /共通価値の創造）活動と連携し
て、河川基金の充実に取り組む初めてのケースで
す。今後も引き続き、民間企業を含む様々な方々
との連携を図ってまいります。

「株式会社あらた」様が、
河川財団と連携したキャンペーンを実施！

・　環境省が官民連携で推進するウォータープロジェクトの一環。

・　水を「～守り育て、贈り使い、大切に還す～」をキーワードに、水循環を官民が連携して支えていくことを「JAPAN	Water	

Style」として民間企業や地方公共団体を含めて国民へ広く提案。

・　民間企業等では、それぞれの水に関する商品やサービス、取組などを通じて、水との向き合い方「Water	Style」を PR。

・　これまでにファミリーマートやサントリー、コカ・コーラ、TOTO、メタウォーター、クボタ、鴨川シーワールド等が参画。

店舗でのキャンペーンポスター

化粧品、日用品、家庭用品などの卸売を手がける生活用品商社の「株式会社あらた」様（東
証一部上場）は、この夏、河川財団と連携して、節水や排水配慮などの効果のある商品
の販売促進キャンペーンを実施しました。（2016 年 6 月 1 日～ 9 月 10 日まで）

実店舗でのキャン
ペーン実施状況例

Water Style（平成 27 年度～）
https://water-project.env.go.jp/waterstyle/
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I N F O

人づくり活動を
支援する基盤整備

河川基金 推進事業

　昨年度は前日の降雨により川の水が増水したため中止となりましたが、今年は小雨
が降る等の天候でスタートしました。水難事故防止ライジャケ・オン公式キャラクター
の「山田るま」さんの力強い「ライジャケ・オン！宣言」で始まった開会式。すると
時折小雨が止む等、段々と雨雲から太陽が垣間見えるようになりました。

川の流れ体験イベント in 多摩川　REPORT

開会式で「ライジャ
ケ・オン！宣言」

キャンペーン
（全国一斉川の流れ体験）

毎年繰り返される川での水難事故。水難事故を防ぐにはライフジャケットを着用することが最も効率的かつ効果的です。
そのため河川財団と NPO 法人川に学ぶ体験活動協議会等では、ライフジャケット着用を呼びかける様々な取組を行っています。
子どもたちを水の事故から守る『ライフジャケットの普及と着用に向けたキャンペーン（ライジャケ・オン！キャンペーン）』
のメインイベントとして、多摩川で川の流れ体験イベントを行いました。

　様々なライフジャケットを展示し、お気に入りのライフジャ
ケットを着用してもらって記念撮影をするコーナーや、多摩
川で採れた生き物を水槽に展示する東京学芸大学・東京川
ガールのコーナー、店舗の地域活動としてこのイベントに
賛同し参加いただいたスターバックス	コーヒー	ジャパン
からアイスコーヒーを無料提供いただくコーナーなどの
ブースが設置され、参加された方々は様々な企画を楽しみ
ました。
　そして川の流れ体験では、ライフジャケットを着用した親子
がはじめてとなる川の流れに身を任せ、浮く感覚や見た目以上に力
強い川の流れを肌で感じていました。また、Eボートと呼ばれる大型のゴムボートに
乗り込み、みんなで力を合わせて漕ぎ、最後は多摩川に向かってジャンプ！ワクワク
する冒険に子どもも大人も溢れんばかりの笑顔でした。
　あっという間の２時間が終わり、参加者や我々スタッフにおいても笑顔の絶えない
夏の１ページとなりました。これからも、川に近づく際には是非「ライジャケ・オン！」
して楽しい思い出を作っていただきたいと思います。

スターバックス  コーヒー 
稲城東長沼店の皆様
による「川カフェ」

多摩川には生きものが
たくさん！

大人も子どもも川の流れを体験 10 人乗りの E ボート体験 東京学芸大学・東京川ガールによる川の生物展示 生き物探し

川の流れ体験イベント in 多摩川

実施日：
平成 28 年 7 月 31 日（日）13 時～ 15 時
実施場所：
狛江水辺の楽校（東京都狛江市）
主催：

（公財）河川財団、NPO 法人川に学ぶ
体験活動協議会（RAC）
参加費：　
無料
協力：
狛江市、狛江水辺の楽校、東京学芸大
学・東京川ガール、スターバックス  コー
ヒー  ジャパン 株式会社、ミズベリン
グ、クリアウォーター・カヤックス
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ご寄附の御礼

　平成 27年 9月 1日から平成 28年 8月 31
日までの一年間に、「一般財団法人　宮崎大
淀川スポーツセンター」や「釧路リバープロ
テクション 21 の会」をはじめとする、団体
や個人の皆様から 2,909,167 円のご寄附をい
ただきました。寄附者の皆様に心より御礼申
し上げます。
　ご厚志につきましては、河川基金として管
理し、その運用益を河川の治水・利水・環境
に関する調査、川づくり団体の活動や学校で
の河川教育を支援する助成事業のために有効
に使わせていただく所存でございます。

寄附金の
税法上の優遇措置について

当財団は、内閣総理大臣より
「公益財団法人	」としての認
定を受けております（認定日
は平成 25 年 3月 21 日、法人
登記日は同年 4月 1日）ので、
当財団への寄附金には上記の
河川基金への寄附金及び一般
寄附金のいずれについても特
定公益増進法人としての税法
上の優遇措置が適用され、所
得税（個人）・法人税（法人）
の所得控除等が受けられます。

詳細は河川財団HPをご覧下さ
い。

公益財団法人　河川財団
　　理事長　　関　克 己

数字で見る「河川基金」

約 10,110 件助成件数
（昭和 63 年度～平成 28 年度）

約 115 億円助成総額
（昭和 63 年度～平成 28 年度）

昭和 63 年に河川財団（河
川環境管理財団）に「河
川整備基金」として設立。
設立後 30 年近くを経過
し、社会情勢の変化等に
対応するため「河川基金」
として新たなスタートを
切っています。

「河川基金」とは

河川財団 検索

河川財団は、我が国の助成財団の
中で、助成等事業費で 38 位にラ
ンキングされています。

（「日本の助成財団の現状」より　
助成財団センター調べ　H25 年度）

助成等事業費

38 位

寄附者の皆様へ

平成 29 年度河川基金の募集開始に合わせ、より見やすく、必
要な情報へよりアクセスしやすくなるよう河川基金ウェブサイ
トをリニューアルしました。（平成 28年 10月より）

I N F O

河川基金ウェブサイトを
リニューアルしました。

www.kasen.or. jp/kikin/
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河川財団は、河川に関する調査・研究及び環境整備並びに
河川への理解を深めるための活動に対する助成並びにその
実施を行うことにより、 国土の利用、整備又は保全及び国
民の心身の健全な発達を促進し、公共の福祉を増進します。
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